
京
都
府
か
ら
み
た
同
志
社

同
志
社
視
察
之
記

お
よ
そ
三
十
年
前
に
筆
者
は
外
務
省
器
を
誘

し
た
時
、
外
国
人
雇
入
関
係
文
書
の
中
か
ら
明
治
十

年
代
に
京
都
府
知
事
か
ら
外
務
卿
に
報
告
し
た
「
同

志
社
視
察
之
記
」
を
見
出
し
九
。
そ
れ
は
明
治
十
二

年
か
ら
足
か
け
五
年
に
わ
た
っ
て
、
視
察
蛋
の
な

い
上
申
を
含
め
る
と
明
治
十
七
年
に
至
る
問
ほ
ぼ
毎

月
末
に
京
都
府
学
務
課
幽
員
が
同
士
掘
央
学
校
お
よ

び
同
志
社
女
学
校
の
外
国
人
宣
教
師
の
授
業
を
祝
察

し
九
報
告
雫
あ
る
。
京
都
府
の
鴛
で
系
一
'

か
れ
て
い
て
、
そ
の
報
告
記
事
が
あ
る
も
の
は
二
十

七
回
に
お
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
は
当
時
同
志
社

関
係
者
に
話
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
史
料
は
利
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
う
て
い
る
し
か
し
、
最

近
筆
者
は
「
同
志
社
視
察
之
記
」
を
再
び
見
る
機
会

が
あ
う
て
詳
し
く
読
む
と
、
こ
の
報
告
書
は
同
志
社

社
史
の
空
隙
の
一
部
を
埋
め
る
貴
重
な
新
史
料
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
視
察
記
は
本
来
扉
入
外
国
人
教
師
の
霧
科

目
取
調
べ
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
う
た
し
か
る

に
、
横
村
正
直
知
轟
代
の
京
都
府
学
務
掛
は
偶
然

に
恩
社
に
至
り
、
そ
の
教
場
に
お
け
る
外
国
人
教

師
の
授
業
の
実
地
の
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
た
り
、

あ
る
時
は
公
然
と
視
察
す
る
こ
と
を
さ
け
て
秘
か
に

他
県
人
と
称
し
、
そ
の
誘
が
入
学
を
志
望
す
る
た

め
で
あ
る
と
い
っ
轟
者
的
な
立
場
か
ら
調
査
し
て

し
ブ

重
久
篤
太
郎

損
村
正
直
知
穫
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
内
閣
瓢
問

木
戸
孝
允
の
紹
介
に
ょ
っ
て
新
島
襄
先
生
を
知
っ

て
、
当
時
の
京
都
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
た
め
に
新

帰
朝
の
新
島
を
府
博
物
館
器
を
委
嘱
し
た
り
、
府

顧
問
の
山
本
覚
馬
を
紹
介
し
た
。
そ
の
結
果
新
島
.

山
本
の
両
者
鳶
社
し
て
、
黒
社
英
学
校
急
立

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
横
村
は
木

戸
罪
旋
が
あ
っ
た
か
ら
同
志
社
設
立
に
力
を
添
え

た
の
で
、
実
は
キ
リ
ス
ト
教
嫌
い
で
あ
っ
た
。
一
方

に
お
い
て
仏
教
側
の
反
抗
も
あ
っ
た
の
で
、
横
村
は

同
志
社
開
校
の
直
前
に
新
島
の
博
物
館
御
用
掛
を
解

任
し
九
。
さ
ら
に
梅
村
は
黒
社
を
廃
止
し
よ
う
と

計
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
手
を
つ
く
し
て
新
島
の
進
路

を
絶
た
う
と
さ
え
企
て
た
。
そ
の
た
め
新
島
は
欄
村

知
事
在
任
中
は
第
二
公
会
の
会
堂
建
築
を
見
合
せ

て
、
損
村
が
兀
老
院
繼
官
に
栄
転
し
て
去
っ
て
、
新

知
事
北
珀
国
道
が
来
任
し
て
か
ら
会
堂
建
築
に
取
り

か
か
っ
て
明
治
十
四
年
十
月
新
会
衡
堂
式
義
村

し
九
の
で
あ
る

そ
れ
故
、
「
視
察
之
記
」
を
見
る
と
、
欄
村
知
事

時
代
の
府
学
密
の
報
此
,
は
決
し
て
黒
社
に
は
好

意
的
で
な
か
っ
た
。
例
え
ぱ
明
治
十
二
年
(
一
八
七

九
年
)
五
月
に
第
一
圓
の
伺
志
社
視
察
を
し
た
学
務

豊
横
慧
直
の
ど
と
き
は
デ
ヴ
ィ
ス
の
業
を
み
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て
、
馨
の
教
授
で
あ
る
と
し
て
契
書
の
諾
烹

再
度
要
求
し
た
り
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
北
加
国
道
知
事
の
時
代
に
な
る
と
事

謹
全
く
一
変
す
る
。
新
島
先
生
自
ら
「
諸
事
自
由

任
地
主
義
な
る
と
評
さ
れ
た
北
川
知
事
は
新
島

社
長
を
心
頼
し
た
の
で
あ
る
が
、
北
川
が
京
都
府
知

事
と
な
っ
た
明
治
十
叫
年
(
一
八
八
一
年
)
一
月
以

降
の
府
半
務
掛
の
帳
化
冉
は
、
も
う
キ
リ
ス
ト
教
を

探
索
す
る
湘
査
で
は
な
く
な
っ
て
、
屯
な
る
「
学
校

祝
糖
と
な
て
い
る
。
同
郁
↓
一
刀
の
「
恩

村
・
半
椴
祝
・
讐
心
火
況
と
儀
士
"
」
に
は

^
^
、
心
^
"
^
了
^
^
^
^
^
^
^
^
^
力
〕
^
上
^

巾
ノ
冠
ク
ル
打
一
シ
テ
乍
徒
員
数
H
有
<
小
窯
外
用

教
帥
一
新
ハ
攸
ア
リ
テ
婦
司
セ
ル
山
、
従
謡
椴

ヲ
卒
業
セ
シ
生
徒
ハ
朴
「
ノ
学
カ
ヲ
有
シ
風
儀
亦

褒
ナ
リ
・
・
・
・
・
・
教
兜
徒
ノ
冏
子
裟
則
Π
化

徒
揣
り
ノ
色
血
三
政
八
ル

と
い
っ
た
豊
畔
に
満
ち
て
い
る
の
に
荒
一
く
。

た
つ
づ
い
て
同
十
年
九
月
編
弄
が
建
ち
、
同

十
一
年
九
月
に
第
四
寮
が
落
成
し
九
。
そ
れ
か
ら
明

治
十
六
年
に
霧
の
煉
瓦
建
築
が
建
て
ら
れ
て
か
ら

は
、
初
期
の
教
系
寄
宿
舎
の
様
式
が
分
化
し
て
、

甃
磯
は
教
'
f
な
り
、
崟
建
築
は
等
縛
と

敦
釜
と
答
甜
'
と
が
分
化
す
る
剖
の
杖
介
甃
人
の

こ
と
を
誥
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
明
治
十
二
釜
月

二
十
八
U
付
の
府
器
課
駈
井
忠
心
の
祝
察
轡

か
ら
次
編
介
し
ょ
う
。

0
司
L
心
礼
ハ
府
ド
k
.
'
小
病
錦
卜
組
札
国
寺
町
前
二

汀
リ
地
所
凡
ソ
六
下
余
"
哩
介
凡
テ
四
,
丁
 
1

手
ヲ
教
光
ヒ
上
条
ト
シ
共
ブ
f
ヲ
食
堂
ト

ス
、
食
共
北
二
在
リ
、
'
γ
ハ
一
辨
郊
三
プ
東

西
卜
↑
州
二
在
リ
、
南
卜
西
ノ
舎
二
教
場
凡
ソ
六
ケ

処
ア
リ
、
凱
他
ハ
牛
券
宿
生
ノ
居
ル
所
ナ
リ

こ
れ
は
蓼
鞍
の
校
舎
で
あ
る
が
、
そ
の
西
校
介

に
は
「
凱
難
崟
」
が
あ
っ
た
。
同
年
十
河
の
視
希

に
は
左
の
如
く
記
し
て
い
る
。
鼎
塾
記
串
の
初
兄

で
あ
る
。

冉
籍
縦
冉
峯
ノ
長
サ
(
四
樹
迅
二
従
フ
テ
巾
央

二
」
凸
サ
四
尺
散
ノ
見
台
ア
リ
、
台
ノ
上
而
ヲ
為
シ

牛
徒
ノ
立
焼
二
使
セ
リ
、
台
上
和
欧
文
ノ
新
聞
紙

ア
リ
、
欧
文
ノ
分
ハ
専
ラ
一
、
叢
二
関
ス
ル
モ
ノ
ナ

明
治
十
二
年
の
英
学
校
校
舎

明
治
九
年
儿
刈
相
凶
寺
円
前
へ
移
松
し
た
時
の
同

永
知
誰
校
の
校
介
は
、
木
竺
階
建
師
の
建
物

二
竺
あ
っ
て
、
第
一
寮
、
第
索
と
よ
ぱ
れ
、
ニ

階
を
寄
群
と
し
、
階
下
を
教
室
と
食
堂
に
m
い

和
文
ノ
分
一
一
ハ
棗
日
々
新
聞
ア
リ
、
叉
和

、

リ

,
マ

欧
両
段
ノ
七
一
鷲
(
教
法
関
係
ノ
泌
叫
)
ア
リ
、

室
ノ
西
側
ニ
ハ
洋
書
ノ
数
丙
部
ヲ
備
フ
、
多
ク
ハ

干
卸
 
1
T
/
,
Y
、
Π
好
ナ
リ

次
に
妙
徐
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
、
最
初
の
聖

凶
の
俳
峩
教
室
に
あ
て
九
破
屋
の
紀
*
を
引
用
し
て

ナ
ナ

畷
゛

.

明治9年秋、相国寺
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み
ょ
う
。
こ
れ
は
俐
.
ι
糊
版
村
知
γ
が
校
内
で
の

梨
占
の
'
或
を
ー
さ
な
か
っ
た
た
め
、
門
前
に
あ
っ

た
二
階
建
の
口
欝
の
傑
薪
・
袈
長
個
人
名
儀

で
一
'
<
つ
て
、
俗
に
「
.
リ
一
冨
」
と
よ
ぱ
れ
る
「
三
十

番
」
教
工
あ
る
。
裂
の
ア
ー
モ
ス
ト
鯲
管
理
人

坐
の
位
雌
に
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
十
二
年
十
月

付
「
岡
森
視
器
第
四
叫
に
左
の
ご
と
く
に
出

て
い
る
。

こ
の
「
ゴ
ス
ペ
ル
科
」
の
教
場
の
所
在
は
、
「
当

'
.
^
^
ド
^
^
^
^
^
ノ
^
ヒ
^
^
^
^
^
^
豹
^
^
^

梨
で
あ
る
と
品
し
て
い
る
。
こ
の
卜
月
の
一
Π
新

島
社
長
は
、
来
校
の
府
半
拐
掛
と
次
の
よ
う
な
川
答

を
試
み
九
。

(
問
フ
)
ゴ
ス
ヘ
ル
(
敦
祖
ノ
伝
)
科
ノ
教
場
二

至
リ
兄
ン
コ
ト
ヲ
要
ス

嬰
日
ク
、
該
教
場
ハ
前
キ
ニ
述
ル
如
ク
'
課
外
ノ

モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
教
科
小
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
獣
ジ

ト
汽
樂
セ
ラ
レ
倫
引
セ
ン
、
乞
フ
供
二
来
レ

リ
ノ
降
ヲ
以
テ
十
四
名
ノ
疾
(
年
齢
十
三
四

ヨ
リ
十
七
八
二
至
ル
)
二
授
ケ
椴
リ
、
乍
徒
皆

各
該
山
一
冊
ヲ
手
一
ス
、
教
師
之
ヲ
輪
●
シ
メ

-
M
焼
ミ
ア
ル
毎
二
畳
々
和
轟
ヲ
以
テ
共
鶉
ヲ
誹

ス
ル
尤
谿
、
或
ハ
提
ヨ
リ
不
*
ヲ
質
セ
ハ
詳
＼ノ

カ
ニ
と
三
附
ス
(
小
略
)
宰
.
内
際
不
潔
ナ
リ
、

讐
黒
板
二
枚
ヲ
掛
ケ
リ
、
又
一
ノ
和
製
ノ
地
凶

門
レ
チ
ウ
ー
ン

エ
ル
サ
レ
ム

.
ノ

ア
リ
、
即
チ
巴
勒
斯
口
及
耶
路
撒
冷
等
悉
皆
繰

宗
仏
攝
関
係
ノ
地
ヲ
占
絶
セ
リ
、
案
ス
ル
ニ
彼
レ

要
ス
ル
所
ノ
此
等
地
鬨
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
別

二
共
辿
怜
ノ
凶
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
悉
ク
皆
Π
.
止
レ
彼

等
ノ
下
製
二
成
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン

こ
の
門
前
の
破
屋
「
三
十
将
」
教
,
謡
、
雫
占
の

講
峩
所
と
し
て
ぱ
か
り
で
な
く
、
時
に
は
教
室
と
し

て
使
川
し
た
こ
と
は
、
「
視
察
と
紀
」
第
ヒ
回
、
明

治
十
三
年
一
月
の
紀
述
に
兄
え
る
、
「
校
円
前
ノ
束

ノ
一
小
屋
デ
ゴ
ル
ド
ン
ガ
ダ
ル
ト
ン
氏
告
ル
Π
ヲ
教

エ
ル
」
と
い
う
"
述
に
ょ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
「
岡
志
社
九
十
年
小
史
」
の
「
柳
N
需
」
の

一
節
に
、
「
明
治
一
三
(
一
八
八
9
 
年
に
速
成
袖

学
科
な
る
も
の
を
英
学
校
に
付
属
せ
し
め
て
、
特
別

の
研
究
者
を
入
学
せ
し
め
、
毎
年
第
三
期
、
す
な
わ

ち
四
月
よ
り
六
月
の
終
り
ま
で
次
の
よ
う
な
科
目
を

ト繊
チ
器
ノ
一
弊
屋
二
至
ル
、
頗
ル
襖
ノ
外
ヨ
リ

馨
ヲ
咲
商
ヲ
聞
ク
、
嬰
先
ツ
入
リ
来
人
ノ
旨

ヲ
通
ス
、
教
師
ラ
ー
ル
ネ
ッ
ト
及
ヒ
生
徒
一
同
立

礼
ス
、
巳
ニ
シ
テ
襄
去
ル
、
教
師
ラ
ー
ル
ネ
ッ
、

馬
可
(
耶
沫
教
徒
弟
ノ
一
人
)
ノ
伝
ヲ
平
仮
名
交

小
拳
校
か
、
絵
じ
て
、
同
志
社
女
学
校
の
校
舎
の

こ
と
に
移
る
。
剛
治
十
二
年
五
月
二
十
八
U
付
の

「
視
察
'
ノ
絶
」

に
は
、

0
恩
礼
女
学
校
ハ
今
出
川
通
寺
町
西
へ
入
町
北

条
永
旧
囚
地
二
在
リ
、
地
所
凡
ソ
四
下
九
白

」
.
U坪
、
小
央
二
校
舎
ア
リ
、
緩
束
西
そ
長
ク
向
翼

ヲ
北
一
弧
リ
U
靴
尚
ホ
新
タ
ニ
頗
ル
品
倒
ヲ
爽
二

ス

琵
レ
ト
川
凡
ソ
四
↓

ノ
楼
上
ハ
寄
宿
室
ノ
為
メ
ナ
レ
ト
モ
今
生
徒
少
員

教
授
し
て
い
た
。
・
・
:
・
・
」
と
あ
る
が
、
「
祝
宛
小
と
肥
」

の
明
治
十
三
年
四
月
付
に
は
次
の
よ
う
な
肥
嘔
が
あ

る

午
前
八
時
将
二
業
ヲ
始
ン
ト
ス
ル
ノ
時
二
当
リ
年

長
(
什
年
以
上
ノ
比
巳
ノ
生
獲
名
皆
将
濯
ノ

醒
ヲ
手
ニ
シ
、
雜
本
門
前
ノ
一
蕗
三
汀
ク

モ
ノ
ア
リ
又
帰
ル
モ
ノ
ア
リ
、
時
二
敦
肺
ゴ
ル
ド

ン
ノ
該
屋
二
向
フ
テ
行
ク
ヲ
同
習
父
ケ
タ
リ
、
紕
テ

年
長
乍
徒
又
料
名
各
一
名
宛
ニ
テ
腰
袰
台
ヲ
述

搬
セ
リ
、
亨
此
疾
等
ハ
年
長
ニ
シ
一
ブ
正
則
ヲ

践
テ
其
業
ヲ
逕
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
乎
、

明
治
十
二
年
の
女
学
校
校
舎



ナ
ル
ヲ
以
テ
姑
ク
レ
ー
ル
ネ
ト
ノ
旅
芋
一
貸
シ
与

ヘ
タ
リ
ト
云
、
正
面
待
客
室
ノ
上
ハ
教
員
ノ
寝
室

ナ
リ
、
東
翼
ノ
楼
上
ハ
現
二
寄
宿
所
タ
リ
、
中
央

二
通
路
ア
リ
テ
両
側
ヲ
居
室
ト
シ
郡
ヲ
敷
ク
、

一
室
ノ
広
サ
概
ネ
四
丹
半
或
ハ
六
畏
生
員
各
二

名
ヲ
容
ル
、
酒
掃
極
メ
テ
清
潔
ナ
リ

0
東
西
翼
ノ
閥
ヲ
器
所
ト
シ
秋
千
ア
リ
、
又
体

操
二
用
ル
木
製
ノ
玉
棒
及
ヒ
投
劉
二
用
ル
岱
ア

り
、
袋
ハ
木
弩
用
ヒ
、
中
二
腕
.
見
ヲ
入
レ
タ
リ
、

0
東
翼
ノ
楼
下
ヲ
食
堂
ト
ス
、
其
南
ノ
方
ヲ
教
員

二
充
テ
北
ノ
方
ヲ
宅
徒
二
充
ツ
、
生
徒
ハ
皆
坐
シ

テ
食
フ
ヘ
ク
設
ケ
タ
リ
、
此
亦
外
国
教
員
ノ
注
意

ス
ル
所
二
出
ツ
ト
云

こ
の
[
耶
に
あ
る
外
国
教
員
と
あ
る
の
は
、
、
て

ス
.
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
J
帯
し
て
い
る
0
 
こ
の
時

ま
だ
ミ
ス
.
ハ
ー
ミ
リ
ー
は
女
学
校
に
来
任

-
L
i

＼ノ

し
て
い
な
い
0
 
ま
た
"
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
央
は
女
学

校
生
徒
寮
巾
に
寄
寓
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
明
治
十
一
年
九
月
西
高
志
社
英
学
校
二
入
学

伺
十
二
年
十
月
迄
英
学
並
屈
学
ヲ
修
ム

と
あ
る
の
を
み
た
。
は
つ
織
纂
條
・
苗
花
兄
弟

の
姉
に
あ
た
り
、
同
寿
英
学
校
に
入
学
す
る
ま
で

に
、
五
年
余
り
熊
本
洋
学
校
、
傑
謡
妥
学
を

修
め
て
い
る
の
で
、
轟
ま
だ
学
科
内
容
の
と
と
の

て
い
な
い
女
学
校
よ
り
も
や
や
程
度
の
高
い
英
学
校

に
入
学
し
た
こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
当
特
の
英
学
校
は
男
女
共
学
で
あ
っ
た
か
ど
ぅ

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
一
」
会
冏
を
も
う
た
。

も
っ
と
も
、
新
島
先
生
は
女
十
教
*
」
に
対
し
て
当
時

と
し
て
は
非
常
に
進
歩
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
の

で
、
黒
社
英
学
校
で
兇
女
導
の
教
育
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
う
た
。

「
視
察
詣
」
第
回
、
明
治
十
二
誓
月
の
英

学
校
倫
に
は
、
こ
こ
に
学
ぷ
女
〕
桟
生
徒
の
記
述

力
あ
る
0
次
ノ
教
場
二
至
レ
ハ
女
十
二
名
ア
リ
、
将
サ
ニ

算
術
ヲ
講
習
セ
ン
ト
ス
、
幹
舌
ク
、
此
ヲ
女
学

校
三
年
生
ト
ス
、
倣
学
一
課
ノ
ミ
来
ツ
テ
此
校
二

学
フ
ナ
リ
ト

さ
ら
に
、
「
視
察
詣
第
三
回
、
明
治
十
二
年

九
月
を
見
る
と
、
新
任
教
師
ゴ
ル
ド
ン
の
掛
学
の

講
義
の
司
需
生
徒
中
に
女
十
二
名
が
あ
コ
L
、
次
の

英
学
校
の
男
女
共
学

笹
者
は
明
治
二
十
年
五
月
湯
浅
治
郎
が
束
京
府
に

提
出
し
復
坂
幼
稚
僻
磁
魯
東
京
の
幼
稚
園
」
、

都
央
紀
要
一
四
)
の
中
器
さ
れ
た
、
設
立
者
の
妻

一
.
保
栂
を
つ
と
め
九
湯
浅
は
つ
の
履
歴
に
、

(
校
友
京
都
市
立
美
大
敦
授
)

ご
と
く
東
れ
て
い
る
。

0
教
員
ヱ
ム
、
エ
ル
、
ゴ
ル
ド
ン
教
員
席
二
毓
キ

生
徒
ヲ
シ
テ
ヘ
ー
ブ
ン
氏
薯
述
ノ
性
郵
・
学
書
ヲ
取

ラ
シ
メ
、
前
日
授
ケ
タ
ル
所
ヲ
窕
問
シ
テ
其
記
憶

ヲ
試
ミ
而
シ
テ
後
共
古
ヲ
輪
鯵
シ
メ
一
名
院
了

ス
ル
毎
二
只
二
其
ノ
義
ヲ
雙
ル
コ
ト
太
夕
親
W

ナ
リ
0
氏
場
二
花
ル
モ
ノ
七
名
内
二
名
ハ
女
子
ナ
リ
、

日
ク
是
ヲ
第
五
級
ト
ス
、
現
今
在
校
疾
中
ノ
高

足
ナ
リ
ト

右
の
一
節
は
断
片
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
初

期
の
同
志
社
に
お
け
る
男
女
共
学
を
物
語
る
一
史
料

と
し
て
誓
、
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
十
二
年
六
月
に

は
い
わ
ゆ
る
熊
本
バ
ン
ド
の
余
課
告
十
五
名
が
卒

業
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
「
瑞
に
あ
る
第
五
級
生
は

当
時
英
学
校
最
高
学
年
の
佐
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

二
名
の
女
十
生
徒
叩
の
一
人
は
裟
は
つ
で
は
あ
る

ま
い
か
。

以
上
は
新
発
見
の
史
料
の
若
干
を
紹
介
す
る
に
過

ぎ
な
い
が
、
な
お
こ
の
新
史
料
は
多
く
の
興
味
あ
る

賑
を
含
ん
で
い
る
。
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歌
一
一
口

極
少
の
引
照
で
は
あ
る
が
、
「
礼
拝
と
音
楽
」
(
昭

和
三
九
年
五
月
号
)
に
相
馬
忠
助
が
『
「
こ
ど
も
さ

ん
び
か
」
の
諸
魁
と
そ
の
故
訂
に
つ
い
て
』
と
い

う
論
文
を
か
か
れ
た
巾
で
、
こ
ど
も
の
た
め
の
讃
美

歌
の
短
い
歴
史
が
伴
か
半
頁
ほ
ど
の
べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
余
り
簡
単
で
、
専
門
一
永
は
別

と
し
て
、
一
般
の
も
の
に
は
そ
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど

つ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
さ
ん
ひ
か
の
中
に
は
、
わ
れ

わ
れ
の
親
し
ん
で
い
る
「
主
わ
れ
を
変
す
」
と
い
う

歌
が
す
で
に
入
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
さ
ん
び
か

の
中
で
も
特
に
古
い
歴
史
を
も
つ
も
の
で
、
明
治
五

年
九
月
一
十
日
の
片
教
師
会
雫
バ
ラ
が
提
案
し
た

次
の
訳
に
そ
の
源
を
も
て
い
る
。

「
エ
ス
ワ
レ
ヲ
響
マ
ス
、
サ
ウ
醒
畢
シ
マ

ス
彼
に
十
供
中
、
信
ズ
レ
バ
鴫
ス
、
ハ
イ
エ
ス

エ
ス
愛
ス
、
サ

愛
ス
、
ハ
イ
エ
ス
愛
ス
、

ウ
聖
書
申
ス
」

そ
し
て
、
こ
れ
を
謀
し
た
本
願
寺
の
凱
咏
正
木
護

は
註
を
し
て
和
語
雫
県
し
婦
女
子
小
童
烹
誘
引

ス
ル
為
ニ
カ
ツ
ロ
雨
訳
再
稿
ノ
上
出
版
致
ス
由
也
」

と
し
て
い
る
の
で
、
こ
ど
も
と
さ
ん
び
か
の
問
越
は

豐
当
初
か
ら
巖
師
の
闇
で
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
倫
に
、
新
潟
軽
の
巖
師
ブ
ラ
オ
ン

が
明
治
三
十
四
年
十
刃
二
十
五
日
誰
社
か
ら
「
ゆ

き
び
ら
」
と
い
う
こ
ど
も
の
さ
ん
び
か
集
を
出
版
し

た
。
こ
れ
に
は
大
和
川
建
樹
が
序
沽
を
か
い
て
い
る

が
、
曲
は
外
国
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
伺
は
ほ

と
ん
ど
H
本
人
の
作
階
、
大
詔
建
樹
の
も
の
が

多
数
を
し
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
長
撮
次
郎
(
明

三
0
卒
)
作
が
五
つ
、
足
利
武
千
代
(
明
二
八
卒
)

知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今

日
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く
い
原
本
を
手
も
と
に
集

め
て
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
こ
ど
も
の
た
め
に
讃
叢

が
ど
ん
な
輯
心
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
か
を
回
顧

し
て
み
る
こ
と
に
し
九
。

明
治
二
十
三
年
四
月
大
阪
で
の
如
詞
盟
会
の
席

上
、
原
出
の
業
で
比
ハ
通
贅
焚
歌
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
提
票
せ
ら
れ
て
、
そ
の
編
纂
が
す
す
み
、
「
さ

ん
び
か
」
が
出
版
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
六
年
と
な
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作
が
一
つ
入
っ
て
い
て
、
同
志
社
人
が
早
く
か
ら
こ

ど
も
の
神
へ
の
竹
美
を
も
と
め
て
い
た
一
つ
の
証
し

と
も
な
っ
て
い
る
。

明
治
凶
十
年
(
一
九
0
七
)
日
曜
学
校
協
会
が
成

立
す
る
と
、
そ
れ
を
動
機
に
し
て
、
讃
美
警
員
会

は
日
曜
学
校
と
家
庭
の
た
め
に
「
識
叢
第
二
編
」

を
明
治
四
十
二
年
に
出
版
し
た
。
前
者
が
個
人
的
色

彩
が
強
か
っ
た
の
に
反
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
公
的
な

こ
ど
も
の
た
め
の
讃
美
歌
と
し
て
剖
期
的
な
も
の
で

あ
っ
九
。
こ
の
編
集
に
は
、
各
派
の
代
表
委
員
十
二

人
の
中
に
、
小
崎
弘
道
(
明
ご
一
卒
)
と
希
讐

(
明
二
三
卒
)
が
含
ま
れ
、
実
務
は
、
青
山
学
院
の

別
所
梅
之
助
と
黒
社
の
三
翻
造
が
こ
れ
に
あ
九

り
、
ジ
"
ー
ジ
オ
ル
チ
ン
が
こ
れ
を
助
け
た
。
こ
の
二

編
に
は
、
合
畷
卵
と
共
に
、
オ
ル
ガ
ン
や
ヒ
ア
ノ
の

伴
奏
の
つ
い
た
曲
が
あ
り
、
編
集
の
苦
心
と
共
に
不

統
一
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
子
供
の
言
に
外
国
の

う
た
を
う
つ
そ
う
と
い
う
努
力
は
充
分
み
と
め
ら
れ

る
が
、
「
こ
こ
へ
お
い
で
、
さ
あ
お
い
で
、
お
ま
ち

な
さ
る
、
エ
ス
さ
ま
が
、
こ
粂
を
あ
げ
て
、
エ
ス
さ

ま
を
、
お
ほ
め
ま
を
せ
、
ほ
め
ま
を
せ
」
(
第
八
)
な

ど
は
、
何
か
ま
だ
日
本
語
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
感

じ
が
す
る
。
別
所
の
う
た
は
茗
し
く
ロ
マ
ン
で
「
か

ハ
ン
ノ
キ

"
,

は
ぞ
ひ
や
な
ぎ
、
禦
は
し
ろ
く
、
赤
楊
の
ふ
さ
は
、

た
れ
て
あ
か
し
」
(
第
四
十
巴
の
よ
う
な
形
体
が
多

三
輪
の
う
た
は
「
わ
れ
ら
は
あ
め
よ
り
、
ふ
り

、
し
し
づ
く
、
ち
ひ
さ
く
あ
れ
ど
も
、
尭
の
ひ
か
り
、

や
ど
す
珠
ぞ
、
や
ま
よ
り
た
に
よ
り
、
き
た
れ
と
も

よ
・
・
・
・
・
・
」
の
よ
う
に
内
{
谷
的
な
も
の
を
強
く
だ
し
て

部
に
は

る
。
こ
の
二
篇
の
序
文
の
一

「
教
会
内
に

)して
、
日
曜
学
校
こ
そ
、
年
の
老
い
た
る
と
少
き
と
を

問
は
ず
、
一
様
に
勍
い
て
学
ぷ
べ
き
も
の
な
れ
と
の

無
の
増
し
ゆ
く
に
従
ひ
、
お
の
づ
か
ら
よ
し
と
決

め
ら
る
る
に
い
た
ら
ん
か
」
と
あ
り
、
そ
の
摂
の

気
慨
を
う
か
が
う
に
足
り
る
。

2

曲
が
い
れ
ら
れ
て
い
て
、
物
語
キ
需
に
か
え
た
新
し

い
試
み
で
あ
る
。
つ
い
で
、
大
正
十
四
年
三
刈
二
十

七
M
、
津
川
上
一
倫
曲
で
「
銀
の
星
」
が
あ
を
ぞ

ら
社
か
ら
兆
行
さ
れ
た
。
絵
入
り
で
十
二
の
う
た
が

こ
れ
に
は
の
っ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
さ
ん
び
か

か
ら
の
編
入
も
数
篇
は
あ
る
が
、
斎
藤
潔
、
中
田
羽

後
津
川
主
一
、
新
保
民
二
、
」
、
鼎
一
子
倫
が
入

れ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
新
保
は
数
年
閻
黒
社
で
学

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
同
年
の
四
H
 
一
日
、
日
曜
N

社
か
ら
発
行
さ
れ
た
津
川
土
一
の
「
日
曜
学
校
音
楽
」

と
い
う
凱
凹
版
の
二
四
六
頁
に
わ
た
る
指
張
様
、

そ
う
し
た
勢
い
に
内
容
的
に
力
を
与
え
る
原
動
力
と

な
っ
た
こ
れ
は
、
一
部
臼
曜
学
校
喜
楽
、
二
部

凖
備
的
方
而
、
系
教
授
法
、
四
部
奨
人
法
、
五
部

^
^
と
^
例
^
、
^
剖
^
^
^
^
本
^
口
と
^
倒
^
の
^
^

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
各
部
が
更
に
四
な
い
し
は

五
の
小
項
日
に
わ
け
ら
れ
、
こ
ど
も
の
音
楽
指
導
を

器
ず
け
た
雌
一
の
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
ど
も
と
識

美
歌
の
△
,
一
つ
の
前
進
力
に
な
っ
た
も
の
に
は
、

H
木
品
〕
綏
教
会
が
窕
行
し
て
い
た
「
Π
曜
学

)し

校
」
と
い
う
村
刊
都
山
に
季
が
こ
と
に
f
似
の
さ

ん
び
か
を
一
捻
し
て
椴
し
た
こ
と
が
か
ぞ
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
同
志
社
人
で
あ
る
大
中
寅

二
(
大
九
卒
)
が
幾
度
と
な
く
作
曲
を
発
表
し
て
い

こ
う
し
た
風
が
、
子
供
の
う
た
う
讃
美
歌
の
速

進
を
う
な
が
し
六
も
の
か
、
大
正
年
代
に
入
る
と
次

々
に
、
作
詩
も
作
仙
も
H
本
人
の
も
の
が
沢
山
に
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大
正
九
年
十
二
月
一
日

Π
曜
世
界
社
発
行
の
永
井
幸
次
編
曲
の
「
讃
美
歌
マ

ー
チ
」
(
第
一
編
の
贅
美
歌
か
ら
二
八
仙
を
器
し

て
マ
ー
チ
風
に
編
山
し
た
も
の
)
鴛
版
さ
れ
、
大

正
十
一
年
十
剣
一
旧
に
は
由
木
康
、
津
川
上
一
の
共

茗
で
司
礼
か
ら
「
聖
ヰ
唱
歌
な
る
も
の
が
出
版
さ

れ
た
。
こ
れ
に
は
日
曜
学
校
及
筆
庭
用
と
製
が

つ
け
ら
れ
て
、
男
関
係
壽
曲
、
新
約
関
係
壽
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る
こ
と
も
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

い
る
間
に
、
日
曜
学
校
協
会
は
、
さ
き
に
刊
行
し

た
「
識
美
歌
第
二
編
」
が
だ
ん
だ
ん
ク
ラ
シ
ッ
ク
に

な
っ
て
ゅ
く
の
に
考
慰
を
は
ら
い
、
「
日
曜
学
校
畿

美
歌
」
の
編
集
を
は
じ
め
た
こ
と
を
特
筆
し
な
け
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
書
は
、
大
正
十
二
年
十
二
月
十
二

日
に
そ
の
初
版
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
途
上
す
で
に

印
刷
の
手
順
が
出
来
上
っ
た
そ
の
傑
に
、
九
月
一

日
の
関
東
大
震
災
に
あ
い
、
そ
の
原
稿
と
原
版
全
部

を
失
う
と
い
う
不
幸
に
見
班
わ
れ
た
が
、
委
員
の
努

力
で
二
三
を
除
く
ほ
か
ほ
と
ん
ど
は
じ
め
の
企
画
通

り
の
も
の
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。
こ
の
編
集
に
は
萢
川
寅
雄
、
由
木
康
津
川
主

一
、
中
田
羽
後
玉
置
真
吉
、
岩
村
清
四
郎
(
大
二

卒
)
の
六
名
が
携
り
、
磊
、
祈
務
文
を
加
え
、
前

奏
曲
、
後
奏
曲
を
加
え
て
時
代
を
先
導
す
る
意
気
に

燃
え
て
お
り
、
出
版
以
後
三
十
年
間
、
全
国
の
日
曜

学
校
で
子
供
た
ち
に
愛
唱
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

昭
和
三
年
に
そ
の
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
て
終
穫
に

お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
さ
ん
び
か
の
日
曜
学

校
に
与
え
た
功
績
は
言
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
こ
の
日
曜
学
校
坐
歌
の
出
版
前
、
昭
和

十
年
五
月
二
十
五
日
に
日
独
井
院
か
ら
「
を
さ
な
ど

の
う
た
し
と
い
う
由
木
康
、
津
川
主
一
編
著
の
子
供

の
歌
条
で
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
部
自
然

の
う
た
(
十
五
仙
)
、
第
二
部
生
活
の
う
た
(
十
五

仙
)
、
第
三
部
遊
戯
の
う
た
(
十
四
舶
)
、
第
四
郭
宗

教
の
う
た
(
十
曲
)
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
四
部
と

他
の
部
に
さ
ん
び
か
と
見
ら
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
宗
教
の
う
た
と
は
い
え
て
も
さ

ん
び
か
と
は
い
え
な
い
。
日
曜
学
校
協
会
は
、
そ
の

後
昭
和
六
年
四
河
十
目
に
協
会
創
立
二
十
五
年
黒

と
し
て
単
需
付
児
童
用
「
日
曜
学
校
識
美
歌
」
を

一
万
部
発
行
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
新
し
い
時
代

に
向
っ
て
の
希
望
の
燈
火
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

月
二
十
日
、
教
会
墓
社
か
昂
川
主
一
編
著
の
絵

入
の
「
フ
レ
ー
ベ
ル
愛
育
保
育
歌
曲
集
」
、
つ
い
で

)し

そ
の
暁
も
出
た
が
、
こ
れ
は
,
完
全
に
こ
ど
も
の
う

た
で
あ
っ
て
、
識
美
歌
と
は
い
え
な
い
。
が
、
昭
和

十
五
年
四
月
三
十
日
同
社
か
ら
出
た
津
川
主
一
作
曲

「
日
本
こ
ど
も
叢
集
」
は
完
全
轟
美
歌
と
い
え

る
も
の
で
、
五
十
曲
の
う
ち
数
曲
の
津
川
主
一
の
歌

も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
由
木
康
の
作
準
あ
る
。

昭
和
十
六
年
四
月
二
十
八
日
、
讃
美
歌
委
員
会
の

編
集
で
「
青
年
識
美
歌
」
が
発
行
さ
れ
九
が
、
こ
れ

に
は
一
謡
文
が
巻
末
に
付
さ
れ
、
日
本
人
の
作
帥
に

よ
る
新
曲
の
部
五
四
曲
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
讃
美

歌
の
中
に
は
、
轟
源
造
の
票
一
篇
入
っ
て
お
り

新
曲
の
部
の
作
詩
者
に
は
別
所
梅
之
助
、
青
島
為
夫

*小
河
原
虎
三
(
昭
二
卒
)
、
須
藤
隆
十
、
今
井
義
子
、

賀
川
豊
彦
、
三
浦
清
一
、
結
城
建
六
郎
、
由
木
康
、

*

友
井
禎
関
根
文
之
助
、
佐
波
亘
、
長
谷
川
初
音
、

山
室
民
子
、
小
野
村
林
蔵
、
諾
実
、
山
室
武
甫
、

*
長
坂
築
次
郎
其
他
が
あ
げ
ら
れ
、
作
曲
者
も
多
数
に

渉
り
、
そ
の
中
に
は
同
志
社
の
森
本
芳
雄
(
昭
三
卒
)

も
加
っ
て
い
る
(
上
表
作
詩
者
中
*
印
は
同
志
社
関

係
者
で
あ
る
)
。
こ
の
年
の
十
二
月
六
日
、
大
東
亜

戦
争
の
宣
戦
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も

先
に
、
当
時
の
在
日
基
督
教
三
十
二
派
が
合
同
し
て

昭
和
七
年
四
月
十
日
、
日
曜
学
校
上
級
生
ま
た
は

中
学
生
向
き
の
「
新
興
畿
」
第
一
編
、
第
二
編
と

い
う
の
が
大
阪
音
楽
学
校
楽
友
会
出
版
部
か
ら
出
版

さ
れ
た
が
、
歌
は
宮
川
勇
曲
は
同
校
教
授
の
永
井

幸
次
の
作
曲
で
、
第
一
糎
第
一
部
四
季
篤
(
二
0

曲
)
、
第
需
十
二
力
月
篇
(
十
一
曲
)
、
第
二
編
は

第
三
部
年
中
行
事
篇
全
九
曲
)
、
第
四
部
雑
詠
篇

(
十
二
曲
)
か
ら
な
り
、
紀
元
節
、
地
久
節
、
国
歌
、

農
民
の
歌
、
労
働
者
の
歌
、
職
工
、
漁
夫
の
歌
等
を

含
み
、
生
活
の
す
べ
て
を
あ
げ
て
識
美
し
九
い
と
い

憲
図
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
冊
和
十
四
年
十
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日
本
基
督
教
団
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
九

年
三
月
十
五
凹
教
団
H
撃
校
局
は
、
出
版
局
よ
り

-
 
0
七
の
識
叢
と
四
つ
虫
製
及
び
急
曲
、
並

び
に
一
鴛
文
を
含
む
「
品
〕
綏
讃
美
歌
」
を
出
版

し
た
が
、
こ
れ
は
皇
劉
、
大
東
亜
と
い
う
項
目
を
含

む
讃
美
歌
戰
時
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
出
版
刷
代
表
鼎
老
謬
ル
で
同
志
社
人
で

あ
る
。戦

後
、
教
団
旧
曜
学
校
部
が
八
一
曲
か
ら
な
る
「
日

曜
学
校
讃
美
歌
」
を
昭
和
.
一
十
五
年
九
月
五
日
に
井

田
俊
司
の
罰
半
略
行
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
需
文

と
信
仰
告
白
を
含
む
九
七
の
識
美
歌
と
行
進
山
、
冏

奏
曲
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
て
、
の
ち
の
「
こ
ど

も
さ
ん
び
か
」
の
母
体
と
な
っ
九
も
の
で
あ
る
。
昭

和
二
十
八
年
、
委
員
は
旋
徒
け
を
記
し
た
児
・
希

の
「
こ
ど
も
さ
ん
び
か
」
を
出
し
た
が
、
数
版
を
埀

ね
九
の
ち
、
伴
奏
の
あ
る
も
の
が
ほ
し
い
と
の
多
く

の
要
望
を
う
け
て
、
小
泉
功
を
伴
諾
さ
ん
び
か
の

編
集
者
と
し
て
あ
げ
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
山
北

多
喜
彦
こ
ど
も
さ
ん
び
綸
釜
員
長
の
名
で
出
版

し
た
が
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

基
督
教
保
育
連
盟
は
、
こ
ど
も
さ
ん
び
か
で
も
、

な
お
む
づ
か
し
さ
を
お
ぽ
え
る
五
歳
児
以
下
の
子
供

た
ち
の
礼
拝
を
考
え
、
幼
児
さ
ん
び
か
委
員
会
を
つ

く
り
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
「
幼
児
さ
ん
び
か
」
を

完
成
し
て
こ
れ
を
出
版
し
た
。
こ
れ
が
今
以
ま
磊

い
て
い
る
幼
児
の
も
つ
雌
一
の
さ
ん
び
か
集
な
の
で

あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
改
訂
が
進
行
し
つ
つ
ぁ
る
と

い
う
。
こ
の
中
に
は
外
国
の
曲
も
相
当
あ
る
が
、
大

中
寅
二
、
小
泉
功
が
新
し
い
も
の
の
作
曲
校
閲
に
あ

た
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
個
人
の
も
の
で
深
津
文
誤
編
「
こ
ど

も
誤
染
」
が
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
吾
に
窕

行
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
そ
の
改
訂
二
版
が
出
版
さ

れ
た
。
こ
れ
は
主
に
ド
イ
ツ
コ
ラ
ー
ル
を
中
心
に
し

た
も
の
で
、
ま
だ
一
般
に
は
な
か
な
か
行
き
わ
六
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
ま
た
H
本
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
教
育
部
教
会
学
校
さ
ん
び
か
編
集
委
員
会
が

「
教
会
学
校
さ
ん
び
か
」
重
文
舎
か
ら
昭
和
三
十
八

年
四
月
一
日
に
出
し
て
い
る
が
、
日
曜
学
校
を
教
会

学
校
と
し
て
い
る
点
に
特
也
あ
る
態
度
が
み
ら
れ
、

「
こ
ど
も
さ
ん
び
か
」
に
並
べ
ら
れ
る
内
箸
を
も
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
更
に
、
大
中
寅
二
、
沫
川
主
一

著
で
、
「
こ
ど
も
の
歌
、
若
人
の
歌
」
と
い
う
の
が

日
本
基
督
教
団
出
版
部
か
ら
で
て
い
る
が
、
こ
の
中

に
も
さ
ん
び
か
と
し
て
充
分
用
い
ら
れ
る
も
の
が
い

く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
い
の
ち
の
こ

と
ば
社
か
ら
「
救
の
誤
集
」
や
「
あ
た
ら
し
い
こ

ど
も
せ
い
か
な
ど
,
も
出
し
て
い
る
。

と
に
か
く
、
成
人
用
の
場
合
で
も
、
讃
美
歌
に
加

え
て
一
般
松
動
の
際
に
う
九
え
る
識
美
歌
を
も
っ
て

二
編
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
子
供
の
明
る
い

生
沽
の
中
か
ら
、
野
に
山
に
家
に
街
に
、
主
を
唱
え

る
う
た
が
こ
ど
も
の
た
め
に
も
っ
と
あ
っ
て
も
い
い

と
思
う
。
大
正
十
二
飯
の
日
曜
学
謠
美
歌
の
序

文
で
倉
正
一
が
「
宗
教
の
基
習
礼
拝
で
あ
る
」

と
い
っ
て
識
器
は
礼
萃
う
九
わ
る
る
も
の
だ
け

と
い
う
よ
う
な
狭
い
内
容
の
も
と
に
私
共
は
さ
ん
び

か
を
釘
づ
け
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
海
辺
で

山
で
、
丘
で
、
花
の
雫
神
を
突
え
、
蹄
っ
て
さ

ん
び
す
る
そ
う
し
た
体
で
う
た
う
識
美
繁
子
供

の
中
に
礼
拝
用
の
さ
ん
び
歌
の
必
要
は
充
分
に

み
と
め
な
が
ら
ー
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

(
終
り
に
、
昇
天
し
た
先
鍜
も
現
役
の
先
縦
も
沢
山

い
ら
れ
る
が
、
歴
史
の
事
実
と
し
て
綜
を
略
し
た

こ
と
を
初
{
谷
赦
Ⅱ
き
た
い
。
)

(
冊
三
大
杣
卒
、
城
南
教
会
牧
肺
)
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